






1989 年 Ohno らは,両眼の間隔が広く,顔が短かいという特徴をもつ突然変異ラットを

Crj:Wistar ラットの中に見出し,これを詳細に調べて,常染色体劣性遺伝性の多発性嚢胞

腎(PCK)であることを明らかにし,その身体的特徴が犬の chin に似ていることから chin ラ

ットと名づけた。この chin ラットがヒトの遺伝性 PCK のどの病型に一致するか,またその

自然経過を明らかにする目的で,臨床的および病理学的研究を行ったので報告する。 


